
第4章拡幅工事の事例集

　　4章では、拡幅工事の問題点などを実際の事例を通じて把握できるよう、ま

　とめを行った。

　　4－1には、一体型拡幅について18の事例を、4－2には間詰め部の対処

　方法について、また、4－3には縦目地構造の事例について紹介した。
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4－1 一体型拡幅の事例

事例リスト
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N　O 橋　　　　名 発　　注　　者 橋　　　　種 幅　員　（m） 既設床版 新設床版 設計荷重

1 新川橋 本四公団第1建設局 2径間連続非合成箱桁 lL7m　→15．45皿 R　C床版 R　C床版 TT－43

2 南高架橋 千葉県道路公社流山事務所 非合成連続飯桁（3径間） 9．650皿→14．15m ！ノ 〃 TL－20

3 千代橋（新加茂川橋） 新潟県三条土木事務所 非合成連続鋲桁（4径間） 16．750m→25．800m 〃 〃 Tレ20

4 武石高架橋 日本道路公団第1建設局千葉工事事務所 単純合成鋲桁 8。7m→（上り）2L689皿

　　　（下り）23．063m

Aノ 〃 B活荷重

5 上岡橋 北海道室蘭土木現業所 単純合成鋲桁 6．Om→10．Om（歩道＋輔） 〃 〃 TL－14

6 出川大橋 春日井出川中部特定土地区画整理組合 2径間連続非合成鍍桁 7．8皿→23．8皿 〃 〃 Tレ20

7 湊橋 日本道路公団第一建設局 単純合成銀桁 9．750m→1L350m 〃 〃 B活荷重

8 高速7号峨川謹錦納ラ刀o橋 首都高速道路公団東京保全部 4径間連続ラーメン橋 〃 〃 TL－20

9 三ッ沢JTC（綴）高架

　　　　　　　橋
首都高速道路公団 単純合成銀桁 8．31m～15．904m

→13．373m～16．711m

〃 〃 TL－20

10 小田原西ICラ刀o橋 日本道路公団東京第一建設局
小田原工事事務所

単純合成銀桁 12．5皿→20．622m～

　　　　　14．166皿
〃 〃 Tレ20

11 平井大橋 東京都第五建設事務所 単純合成銀桁 20．7m→20．7～28．8m 〃 〃 TL－20

12 赤浜橋 建設省山形工事事務所 単純合成鋲桁 9．3～9．75m→14．6m R　C床版 フ。レキャスト床版 Tレ20

13 海神新橋 道路公団（東2管） 2径間連続非合成飯桁 ll皿→17．237～

　　　　　17．702m

〃 〃 TL－20

14 伊賀大橋 中部地建北陸国道工事事務所 3径間連続非合成銀桁 8．850m→12．500皿 Zノ 1形鋼格子床版 TL－20

15 昭和橋 東京都西多摩建設事務所 補剛アーチ橋 6．Om→6．Om（輔）

　　　＋2＠L5皿（歩道）

！ノ 鋼床版 Tレ20

16 白川橋 埼玉県秩父土木事務所 2ヒンジアーチ橋 6．Om→8．Om 〃 〃 TL－14

17 甚兵衛橋 千葉県印旛土木 単純合成鋲桁 6．7皿→7．70m 〃 〃 Tレ20

18 A号橋 川崎製鉄（株）千葉製鉄所（自社） 単純合成フ。レ7アプ鋼床版

　　　　　　　　鋲桁
10．7皿→17．5皿 〃 zノ 200tキャリア

バレフト
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事例　NO．1
　拡幅タイプ；RC床版＋RC床版
　1．既設橋梁の諸元等に関する事項

橋　　　　　名 新　川　橋　　　　　橋梁形式　　2径間連続非合成箱桁
発　　注　　者 本四公団　第1建設局
既設橋梁の構造 橋長（支間長）　　　　124，5m　（66，5＋57．2）

幅員　　　11．7m　　床版厚　　　24cm　　舗装厚　　　7．5cm

且．拡幅部の設計等に関する事項
適用基準等 道路橋示方書（昭和55年度版）、補修便覧（　年度版）
拡幅後の幅員 15．45m

主桁の増設等
拡幅の予定の有無 将来拡幅の予定有り；

　下部工：拡幅を予定して施工済み
　上部工：取り合いの考慮有り一ウ横桁仕口

設計時に考慮
した事項

設計荷重l　TT－43

キャンバー1拡幅を考慮したキャンバーで製作

既設橋補強の有無

問題点と解決策

皿，施工に関する事項

交通規制の方法

新規部材の取り付け方法

横繋ぎ材等の連結時期
　（H．T．B使用時の本締め

　時期）

橋面上の施設の撤去時期

誤差調整の考え方

併用下における振動に

対する対処方法

その他

問題と対処方法

W．拡幅前と拡幅後



ω

㎝

事例　NO．2
　拡幅タイプ；RC床版＋RC床版
　1，既設橋梁の諸元等に関する事項

橋　　　　　名 南高架橋　　　　　橋梁形式　　　鋼非合成連続銀桁（3径間）
発　　注　　者 千葉県道路公社流山事務所
既設橋梁の構造 橋長（支間長）　　94，891m　（31．342＋31．330＋31．369）

幅員　　　9．650m　　床版厚　　　19cm　　舗装厚　　　5c皿

n．拡幅部の設計等に関する事項
適用基準等 道路橋示方書（平成2年度版）、補修便覧（昭和54年度版）
拡幅後の幅員 14，15m

主桁の増設等 主桁増設

拡幅の予定の有無 将来拡幅の予定無し

設計時に考慮
した事項

設計荷重：TL－20

鉄筋のラップ長：30d＋α（αについては50cmとしている）

既設桁補剛材取付：現場溶接
対傾構取り合い部について2個ルーズホール

　　歯h…G5の製作キャンバー値

既設橋補強の有無 補強無し

問題点と解決策

皿．施工に関する事項

交通規制の方法 交通規制有り1片側交互通行

新規部材の取り付け方法 現場溶接

横繋ぎ材等の連結時期
　（H．T，B使用時の本締め

　時期）

拡幅部床版コンクリートのみ打設後

（拡幅部の全死荷重によるキャンバーを考慮）

橋面上の施設の撤去時期 現場施工の第1段階として、床版の撤去を行った。また
、伸縮装置の新規製作設置を行ったが、既設の伸縮装置
の取り外し作業が困難であった。将来拡幅の予定がある
場合は、伸縮装置の端部のみ取り換えですむ構造として
おいた方が良い。

誤差調整の考え方

併用下における振動に

対する対処方法

拡幅する側の車線を規制したため、振動の影響はほぼ無
しとの判断により、特別な対処は行わなかった。

その他

問題と対処方法

IV．拡幅前と拡幅後
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「j　NO．3
払幅タイプ；RC床版＋RC床版
1，既設橋梁の諸元等に関する事項既設稿架の譜兀寺に閑90畢唄

橋　　　　　　名　千代橋（新加茂川橋）　　橋梁形式　　　鋼非合成連続飯桁（4径間）

発　　　注　　者　新潟県三条土木事務所
1　　　　　　　　　橋長（支間長）　　124，900m　（28。05＋34。00＋34．00＋28。05）既設橋梁の構造l
l　　　　　　　　　幅員　　　16．750m　床版厚　　　20cm　　舗装厚　　　6cm

n．拡幅部の設計等に関する事項拡幅鄙の設・†寺に関90争唄
適用基準等 道路橋示方書（平成2年度版）、補修便覧（昭和54年度版）

拡幅後の幅員 25．800m

主桁の増設等 主桁増設

拡幅の予定の有無 将来拡幅の予定有り
　下部工：拡幅を予定して施工済み
　上部工：取り合いの考慮有り

設計時に考慮

した事項

設計荷重：TL－20
将来拡幅を考慮して、対傾構の取り付け位置に補剛材を設置

しておいた。但し、取り付け用孔は未施工。
将来の横構ガゼットプレート位置に、ガゼット取り付け用の］ネクションプ

レートを設置しておいた。孔部にはボルトを差し込んで、内面の

保護を行った。
拡幅時の鉄筋ラップ長は30d（外径）としている。
将来の完成形で格子計算を行い、その結果の製作キャンハ㌧を考

慮している。

縦方向目地幅70cm

既設橋補強の有無 補強無し

問題点と解決策

皿．施工に関する事項施⊥に関する争唄 曳拡F田駕弓偲し　　屑」衆1『F

交通規制の方法

新規部材の取り付け方法 高力ボルト

横繋ぎ材等の連結時期
　（H．T．B使用時の本締め

　時期）
橋面上の施設の撤去時期

誤差調整の考え方

併用下における振動に

対する対処方法

その他

問題と対処方法

IV．拡幅前と拡幅後

（拡幅を考慮した桁製作のみで・拡幅工事は未着手）



閃

㎝
ω

事例　NO，4
　拡幅タイプ；RC床版＋RC床版
　1．既設橋梁の諸元等に関する事項

橋　　　　　　名 武石高架橋　　　　　橋梁形式　　　鋼合成単純飯桁橋

発　　注　　者 日本道路公団東京第一建設局千葉工事事務所

既設橋梁の構造 橋長（支間長） 瀦1：：ll、2。，㎞〔艦激：器、、甑舳〕

（有効）幅員　　8．7m 床版厚　　　18c皿　　舗装厚　　　6cm

H．拡幅部の設計等に関する事項
適用基準等 道路橋示方書（平成2年度版）、補修便覧（昭和54年度版）、

その他（道路公団、東名改築検討書）

拡幅後の幅員 上り線　2L689m～10，750m、下り線　23．063皿～10，750皿

主桁の増設等 主桁増設

拡幅の予定の有無 将来拡幅の予定有り；

　下部工：拡幅を予定しているが未施工
　上部工；垂直補剛材の取付用孔（端対傾構のみ）

設計時に考慮
した事項

設計荷重：B活荷重
1，解析ステップは別紙参照のこと
2．横繋材の製作形状は解析ステッフ。におけるSTEP①～④のキャンパ

　ーが下がった形状を想定して製作を行った。
3，横繋材のルーズホールはSTEP①～⑤までのキャンバー変化が可能な

　寸法の長孔とした。
4，RC床版の連結は、二次床版においてエンクローズ溶接を行い、一

　　　　　　　　　　σsa　　　　　　2000
鉄筋のカブ長は　9・　　　　×D・　　　　　xD
　　　　　　　　　4xτoa　　　　4×18，0
　　　　　　　　・28D→30D（Dは太い径）とした。

既設橋補強の有無 補強有り；既設中間対傾構から750皿皿ずらした全てのセクションに

　　　　　新旧部を問わず補強横桁を配置した。
　　　　　その他：旧橋梁の桁間隔最大4．0皿で縦桁補強は完
　　　　　　　　　了していたが、対傾構ガセフト床版のクラ7ク

　　　　　　　　　が著しい

問題点と解決策

皿．施工に関する事項

交通規制の方法 交通規制有り；夜間工事による1車線規制を行った

新規部材の取り付け方法 高力ポルト；

　旧橋の端対傾構の取付用孔は孔ぐりで処理

　他は丁型補剛材をTCBにより引張接合
横繋ぎ材等の連結時期
　（H．T．B使用時の本締め

　時期）

拡幅部床版コンクリートのみ打設後

（拡幅部の全死荷重によるキャンハ㌧を考慮）

その他：解析ステ7プ参照

橋面上の施設の撤去時期 既設桁の発生応力を極力低減させるため、既設地覆の撤
去は新旧の桁を横繋材で連結後撤去した。但し、地覆撤
去によるアヲプリフトが旧桁のキャンパーに影響するとは考えず

、横繋材の製作形状を想定した。

誤差調整の考え方 特に考慮しなかった

併用下における振動に
対する対処方法

その他

問題と対処方法

IV．拡幅前と拡幅後
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施工ステツプ図 載荷状態 TEP　NO

既設桁合成前

既設　　　　　　　新設

一丁一　T
　I　　　　l
　l　　　　　　l
。⊥．　　角1．

⑳⑭

・既設桁合成前死荷重

　　鋼重、床版、ハンチ、前型枠
STEP①

＠〉　＠　　⑱

既設桁合成後
」

一τ一　　　一τ一

l　　l
l　　　l

，』一　　　＿L

既設桁合成後死荷重
　　型枠撤去、地覆、高欄、舗装、遮音壁

　　　　　↓
　　補強縦桁K対傾構）

　　　　　↓
　　補強横桁、仮設防護棚

STEP②

拡幅桁合成前 　　　　　　　　　一』

・拡幅桁合成前死荷重

　　鋼重（新設～既設間の横桁を仮締め）

　　　　　　↓
　　床版、ハンチ、前型枠

STEP③

拡幅桁合成後

王』li1『目・

・拡幅桁合成後死荷重
　　型枠撤去、地覆、高欄、遮音壁（路面から3m）

STEP④

一体系

，」

ガ蚕

）
一体系での後死荷重
　　新設～既設間の横桁を本締め（一体になる）

　　　　　↓
　　既設床版、舗装、地覆、高欄、遮音壁撤去

　　　　　↓
　　新設縦桁、二次床版、新設部舗装

　　遮音壁（残り5m）、仮設防該柵撤去

活荷重（暫定荷重を載荷）

STEP⑤

9

一　　　　一
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事例　NO．5
　拡幅タイプ；RC床版＋RC床版
　1，既設橋梁の諸元等に関する事項

橋　　　　　名 上　岡　橋　　　　　橋梁形式　　単純合成飯桁
発　　注　　者 北海道室蘭土木現業所

既設橋梁の構造 橋長（支間長）　　　51．5皿　（2＠25．2・50．4m）

幅員　　6，0m（車道）　床版厚　　18．Oc皿　　舗装厚　　8，0c皿

n．拡幅部の設計等に関する事項
適用基準等 道路橋示方書（平成2年度版）、補修便覧（昭和54年度版）

拡幅後の幅員 10．Om二7．5皿（車道）＋2．5m（歩道）

主桁の増設等 主桁増設

拡幅の予定の有無 将来拡幅の予定無し

設計時に考慮
した事項

設計荷重；TL 14

分配横桁、対傾構の既設桁取付孔をφ25×70◎長孔5箇所を
2箇所に変更。残りを現地にて孔開けする事にした。
鉄筋のラッフ。長は30d＋αのαを一律15cmとした。

縦方向目地幅80cm

既設橋補強の有無 補強無し

問題点と解決策

皿．施工に関する事項

交通規制の方法 交通規制有り；施工期間中全面通行止め

新規部材の取り付け方法 高力ポルト

横繋ぎ材等の連結時期 拡幅部床版コンクリートのみ打設後

（H．T．B使用時の本締め （拡幅部の全死荷重によるキャンパーを考慮）

時期）

橋面上の施設の撤去時期 本工事は施工期間中全面通行止めであったため、主桁増
設前に高欄・地覆を撤去、バリケードにより安全確保し架

設作業を行う。

誤差調整の考え方 コンクリート床版のハンチ高さで調整を行う

併用下における振動に 本工事は全面通行止めの為、振動に対する対処は特にな

対する対処方法 し。

その他 既設桁と新設桁とのキャンハ㌧差が大きい場合、その間に設

問題と対処方法 置する部材で長孔にしてもポルトが入らない箇所（特に支

間中央部）ができる。又、ポルトを入れないで床版打設を

行った場合、桁が移動する可能性がある。
対策として・足場用ヒ㌧ス等にチェーンロガ・バイプサボ尋等を使

用し、既設桁と新設桁との間を固定し床版打設を行った。

IV，拡幅前と拡幅後
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事例　NO．6
　拡幅タイプ；RC床版＋RC床版
　1．既設橋梁の諸元等に関する事項婁洗貢父偏果　　口百7し守　　閃9　Q等辛と陰乏

橋　　　　　　名　　出川大橋　　　　　橋梁形式　　2径間連続非合成鋲桁
発　　注　　者　　春日井出川中部特定土地区画整理組合
既設橋梁の構造　　橋長（支間長）　　51．Om　（25，1＋25，1）

幅員　　　　7．8m　　床版厚　　　21cm　　舗装厚　　　　8c皿

H．拡幅部の設計等に関する事項∬ムド田首b　レ双口丁守　　　15剣　9　Q弓時セ貝

適用基準等 道路橋示方書（昭和56年度版）

拡幅後の幅員 23．8m

主桁の増設等 主桁増設

拡幅の予定の有無 将来拡幅予定有り

　下部工：

　上部工：取合の考慮有り→垂直補剛材の取付用孔
　　　　　　　　　　　　ブラケットの取付用孔、横桁仕口

設計時に考慮

した事項

設計荷重：TL－20
完成系と暫定系で解析及び設計（大きい方）

縦方向目地幅40cm

既設橋補強の有無 補強無し

問題点と解決策 床版鉄筋にカップリングを付けている

皿．施工に関する事項 一拡幅は未施工肥　　　　1刹g　o宇モ員

交通規制の方法

新規部材の取り付け方法

横繋ぎ材等の連結時期
　（H．T．B使用時の本締め

　時期）
橋面上の施設の撤去時期

誤差調整の考え方

併用下における振動に

対する対処方法

その他

問題と対処方法

IV．拡幅前と拡幅後

拡幅は未施工
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事例　NO．7
　拡幅タイプ；RC床版＋RC床版
　1．既設橋梁の諸元等に関する事項

橋　　　　　　名 湊　　　　橋　　　　　　橋梁形式　　単純合成飯桁

発　　注　　者 日本道路公団第一建設局

既設橋梁の構造 橋長（支間長）　　36，374m　（35．374m）

幅員　　　9．750m　　床版厚　　17，0c皿　　舗装厚　　　5．Oc皿

皿．拡幅部の設計等に関する事項
適用基準等 道路橋示方書（平成6年度版）・京葉道路鋼橋補修の手引き

京葉道路（改築）橋梁拡幅計画基本方針

拡幅後の幅員 11．350m

主桁の増設等 主桁増設

拡幅の予定の有無 将来拡幅の予定無し

設計時に考慮
した事項

設計荷重l　B活荷重

　　　　　σsaラ”。長；　　　　　　xφ＋α＝393＋α一610mm（一律）
　　　　　6×τoa
縦方向目地幅95c皿
解析ステップ別紙参照

縦方向目地幅95cm
鉄筋はエン知一ズ溶接を採用

既設橋補強の有無 補強有り一補強横桁追加
　　　　　（分配横桁効果を高めるため）

問題点と解決策

皿．施工に関する事項

交通規制の方法 交通規制なし

新規部材の取り付け方法 高力ポルト

横繋ぎ材等の連結時期
　（H．T．B使用時の本締め

　時期）

拡幅部床版コンクリートのみ打設後（拡幅部の全死荷重による

キャンパーを考慮）

橋面上の施設の撤去時期 新規主桁上の床版・高欄・遮音壁施工後撤去する。

既設遮音壁撤去に伴う騒音→撤去前に新設遮音壁を施工
高欄撤去に伴う事故防止　→仮設防護柵の設置
床版ハツリ塊の落下防止→ウォー外ジェ7ト工法による床版切

　　　　　　　　　　　　断とクレーンによる床版塊の撤去

誤差調整の考え方 26．5φの拡大孔で調整

併用下における振動に

対する対処方法

早強コンクリートを使用する他は特別な対処はしない

その他

問題と対処方法

IV．拡幅前と拡幅後

黒一　欄

艦　6　級
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事例　NO．8
　拡幅タイプ；RC床版＋RC床版
　1．既設橋梁の諸元等に関する事項

橋　　　　　　名 高速7号小松川艦錦糸町ランプ橋　　　橋梁形式　　　4径間連続ラーメン橋

発　　注　　者 首都高速道路公団東京保全部

既設橋梁の構造 橋長（支間長）　　　（既設橋梁の資料無し）

幅員　　　　　　　　床版厚　　　　　　　　舗装厚

H．拡幅部の設計等に関する事項
適用基準等 道路橋示方書（昭和55年度版）

拡幅後の幅員

主桁の増設等 主桁増設

拡幅の予定の有無 将来拡幅予定無し

設計時に考慮
した事項

設計荷重：TL－20

上部工概算のため詳細検討なし

既設橋補強の有無 補強無し

問題点と解決策

皿．施工に関する事項
交通規制の方法

新規部材の取り付け方法

横繋ぎ材等の連結時期
　（H，T．B使用時の本締め

　時期）

橋面上の施設の撤去時期

誤差調整の考え方

併用下における振動に
対する対処方法

その他

問題と対処方法

IV．拡幅前と拡幅後
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事例　NO．9
　拡幅タイプ；RC床版＋RC床版
　1．既設橋梁の諸元等に関する事項

橋　　　　　名 三ッ犯CT（北側）高架橋 橋梁形式　　鋼合成単純銀桁橋

発　　注　　者 首都高速道路公団

既設橋梁の構造 橋長（支間長） 204，249m二33．111＋32，222＋28．493＋41．494

　　　　　＋39。618

幅員　　8，310～

　　　　15．904m

床版厚　　21cm　　　　舗装厚　　　8cm

　　　　　～24cm

皿．拡幅部の設計等に関する事項
適用基準等 道路橋示方書（昭和55年度版）・補修便覧（昭和54年度版）

拡幅後の幅員 13，373m～16．711m

主桁の増設等 主桁増設、ブラケット増設

拡幅の予定の有無 将来拡幅予定無し

設計時に考慮
した事項

設計荷重l　TL 20

既設桁への現場溶接、Vstiffは現場孔明け
鉄筋ラップ長は首都公団コンクリート構造物設計基準による

縦方向目地幅70c皿

既設橋補強の有無 補強有り一→・下フランジに補強フランジ溶接

　　　拡幅を行うことにより生じる耐力不足に対応するため

問題点と解決策

皿．施工に関する事項

交通規制の方法 交通規制なし

新規部材の取り付け方法 現場溶接

横繋ぎ材等の連結時期
　（H，T．B使用時の本締め

　時期）

拡幅部床版コンクリートのみ打設後（拡幅部の全死荷重による

朴ンバーを考慮）

橋面上の施設の撤去時期 撤去により既設桁に応力が流れるため・新橋の床版打設
後撤去。

誤差調整の考え方 舗装で調整

併用下における振動に

対する対処方法

早強コンクリートを使用

その他

問題と対処方法

W．拡幅前と拡幅後
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事例　NO．10
　拡幅タイプi　RC床版＋RC床版
　1．既設橋梁の諸元等に関する事項既莇ζ悩果　　　　　　　　　　　，　　　　ケ嵐

橋　　　　　名 小田原西IC　Dラ刀。橋　　橋梁形式　　単純合成銀桁

発　　注　　者 日本道路公団東京第一建設局小田原工事事務所

既設橋梁の構造 橋長（支間長）　　105．456m・27．847＋27，859＋27・859千2L891

幅員　　　12．5m　　床版厚　　　22cm　　舗装厚　　　7，5c皿

n．拡幅部の設計等に関する事項∬ムΨ田百1P　　両又　　　　　　　　　　　　　慣

適用基準等 道路橋示方書（平成2年度版）
東名高速道路（改築）拡幅橋梁設計指針（案）

拡幅後の幅員 20．622m～14．166m

主桁の増設等 主桁増設

拡幅の予定の有無 将来拡幅の予定無し

設計時に考慮

した事項

設計荷重：TL－20

拡幅部と既設部の間の対傾構取り合い孔は
　　端対傾構→26・5φ（M22）　中間対傾構→現場当てもみ

拡幅側の床版打設後、既設床版と結合

その後で舗装
鉄筋のラップ長は既設鉄筋の径の30倍以上

縦方向目地幅60cm
既設橋補強の有無 補強無し

問題点と解決策

皿．施工に関する事項肥　　　　1刹g　o学セ貝

交通規制の方法 交通規制なし

新規部材の取り付け方法 現場溶接

横繋ぎ材等の連結時期
　（H．T．B使用時の本締め

　時期）

拡幅部床版コンクリートのみ打設後（拡幅部の全死荷重による

キャンバーを考慮）

橋面上の施設の撤去時期 落下防止用のアサガオ囲い

誤差調整の考え方 中問対傾構の取り合い孔は現場アテモミとした。
端対傾構取り合い孔は26，5φのルーズホールとしている。

併用下における振動に

対する対処方法

間詰めコンクリート交通量の少ない夜問畠にジェ7トコン舛一ト打設

V．stiffの溶接一振動の程度が比較的小さかったため、

　　　　　　　通常の現場溶接とした
その他

問題と対処方法

IV．拡幅前と拡幅後

8 5

　o” ．一　　　G，ンプ

｝　　　o　　　O　一

　　　　雌緬秘．

⑪’

’5？

・㊥　．の’　の

　　　1
‘



ω

o
ω

事例　NO．11
　拡幅タイプ；RC床版＋RC床版
　1．既設橋梁の諸元等に関する事項

橋　　　　　名 平　井　大　橋　　　橋梁形式　　単純合成飯桁
発　　注　　者 東京都　首都高の下の橋梁→ランプ設置のため拡幅

既設橋梁の構造 橋長（支間長）　　≒35m

幅員　　　20．7皿　　床版厚　　　17c皿　　舗装厚　　　5c皿

H．拡幅部の設計等に関する事項
適用基準等 道路橋示方書（昭和55年度版）

拡幅後の幅員 ～28．8m

主桁の増設等 主桁増設
拡幅の予定の有無 予定無し

設計時に考慮
した事項

設計荷重：TL 20

1．新設桁に既設桁とのたわみ差を少なくして、床版に生じる

　二次応力の減少を図る

2．既設桁への荷重負担の軽減を図る
3．拡幅部が曲線桁となるよう箱桁採用

既設橋補強の有無 補強無し

許容応力度の10％まで許している。実際に10％程度。

問題点と解決策

皿．施工に関する事項

交通規制の方法 交通規制有り1車道幅員の減少、歩道利用

新規部材の取り付け方法 高力ボルト

横繋ぎ材等の連結時期
　（H．T．B使用時の本締め

　時期）

橋面上の施設の撤去時期

誤差調整の考え方 横桁ボルトを仮締め、打設後本締め

併用下における振動に

対する対処方法

その他

問題と対処方法

IV．拡幅前と拡幅後
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事例　NO．　12
　拡幅タイプ；RC床版一R　C床版（プレキャスト床版）

　1．既設橋梁の諸元等に関する事項既収哩筒朱　　ロ自　　守　　1知リ　　　　ケく

橋　　　　　名 赤　浜　橋　　　　　橋梁形式　　鋼合成単純銀桁

発　　注　　者 建設省山形工事事務所

既設橋梁の構造 橋長（支間長） 26．0皿　（25，2m）

幅員　　9．3～

　　　　　9，75m

床版厚　　　24cm　　舗装厚　　　5c皿
（オーハ㌧レイ含む）

H．拡幅部の設計等に関する事項釦ムF田司P　　責又

適用基準等 道路橋示方書（平成2年度版）

拡幅後の幅員 14．6m

主桁の増設等 主桁増設

拡幅の予定の有無 予定無し

設計時に考慮

した事項

設計荷重：TL－20

上・下部工共、分離構造
（基礎形式が異なり、地震時などの挙動が違うため、分離構

造を採用）

既設橋補強の有無 ・補強有り

問題点と解決策 RC床版→プレキャスト床版による補強を行う。

皿．施工に関する事項測9　　手ケ電

交通規制の方法 交通規制有り；片側交互通行

新規部材の取り付け方法 高力ポルト

横繋ぎ材等の連結時期
　（H．T，B使用時の本締め

　時期）

橋面上の施設の撤去時期

誤差調整の考え方

併用下における振動に

対する対処方法

その他

問題と対処方法

IV．拡幅前と拡幅後
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事例　NO．13
　拡幅タイプ；R　C床版一R　C床版（プレキャスト床版）

　1．既設橋梁の諸元等に関する事項
橋　　　　　名 海　神　新　橋 橋梁形式　　2径間連続非合成飯桁

発　　注　　者 道路公団（東2管）
既設橋梁の構造 橋長（支間長） 59．820m　（29，192＋29．659）

幅員　　（上り）（下り）

　　　　11m＋11m

床版厚　　　18cm　　舗装厚　　　5cm

H．拡幅部の設計等に関する事項
適用基準等 道路橋示方書（平成2年度版）

拡幅後の幅員 17．237～17．702m　下り線にランフoを拡幅

主桁の増設等 主桁増設

拡幅の予定の有無 予定無し

設計時に考慮

した事項

設計荷重：TL 20

床版は新設部、既設部とも鋼コンクリート合成床版（t・17c皿フ。レキャス

部材）とした。　（既設部は床版打換を行った）

既設橋補強の有無 既設部は主桁以外の部材（横桁、対傾構、横構、支承など）

全てを新規製作し取換えた。

問題点と解決策

皿，施工に関する事項

交通規制の方法 ・拡幅部完成後、交通切回しを行い既設部の部材交換を

行った。

新規部材の取り付け方法 ボルト連結（引張ボルト）が主体。

横繋ぎ材等の連結時期
　（H．T。B使用時の本締め

　時期）

橋面上の施設の撤去時期

誤差調整の考え方

併用下における振動に

対する対処方法

その他

問題と対処方法

IV．拡幅前と拡幅後

拡幅前

拡幅後

9ン　フo
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事例　NO．14
　拡幅タイプi　R　C床版一RC床版（1形鋼格子床版）

　1．既設橋梁の諸元等に関する事項
橋　　　　　名 伊　賀　大　橋　　！　橋梁形式　　3径間連続R　C非合成飯桁

発　　注　　者 建設省北陸国道工事事務所

既設橋梁の構造 橋長（支間長）　　106．800皿　（28。0＋50．0＋28．0）

幅員　　　8．850皿」＿塗版厚　　　17c田　　舗装厚　　　8cm

皿．拡幅部の設計等に関する事項畝ム掘百P　　直又

適用基準等 道路橋示方書（平成2年度版）

拡幅後の幅員 12．500m

主桁の増設等 主桁増設

拡幅の予定の有無 予定無し

設計時に考慮

した事項

設計荷重l　TL－20

既設橋補強の有無 ・補強無し

問題点と解決策

皿．施工に関する事項閃g　o寺ひケ乏

交通規制の方法 交通規制有り；施工期間中全面通行止め

新規部材の取り付け方法

横繋ぎ材等の連結時期
　（H．T．B使用時の本締め

　時期）

拡幅部床版と縦方向の間詰め部コンクリートを全て打設後（全

体形でのキャンパーを考慮）

橋面上の施設の撤去時期 新設桁仮設→地覆、高欄撤去→1型鋼格子床版

誤差調整の考え方 既設と新設のキャンハ㌧差の小さい測径間は、対傾構弦材ガ

ゼ外を長孔構造とした。
キャンパー差の大きい中央径間は斜材ガゼ汁を現地で結合し
た。

併用下における振動に

対する対処方法

その他

問題と対処方法

IV，拡幅前と拡幅後

アス77ル1』　　　零

●
●

拡幅繭の橘渠断西図
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事例　NO．15
　拡幅タイプl　R　C床版一鋼床版

　1．既設橋梁の諸元等に関する事項
橋　　　　　名 昭　和　橋　　　　　橋梁形式　　補剛アーチ橋

発　　注　　者 東京都西多摩建設事務所

既設橋梁の構造 橋長（支間長）　　97．5m　（11．6＋73，6＋1L6）

幅員　　　6，0m　　床版厚　　　22cm　　舗装厚　　　5c皿

H．拡幅部の設計等に関する事項
適用基準等 道路橋示方書（平成2年度版）、補修便覧（　年度）

拡幅後の幅員 6．Om（車道）＋2＠1．5m（歩道）

設計荷重の格上げ 2等橋一　1等橋
主桁の増設等

設計時に考慮

した事項

設計荷重：TL 20

死荷重の増加を少なく抑えるため、床版に鋼床版を採用した
が、幅員を6．Omから9．Omに拡幅することにより、全死荷重15

陽増加し・また活荷重をTL14－TL20にしたことにより・橋
体に超過応力が生じるため、補強の検討が必要となった。

既設橋補強の有無 補強有り
アー刊ブ及び補剛桁の曲げモーメントを小さくするために、橋体に

斜材を追加した。また軸力が増加する垂直材についてはカパー

プレートで補強した。

（拡幅による耐力不足に対応するため）

問題点と解決策 片側交互施工時に、上下流主構間の垂直変位差による横桁の

作用応力について検討を立体骨組格子計算により行った。そ

の結果、既設橋構造の状態では超過応力となるため、斜材の

取り付けは床版撤去前とした。

皿．施工に関する事項

交通規制の方法 交通規制有り；片側交互通行

新規部材の取り付け方法 高力ボルト

横繋ぎ材等の連結時期
（H．T．B使用時の本締め

時期）

橋面上の施設の撤去時期

誤差調整の考え方 アーチリブおよび補剛材の応力度を低減するために取付けた

斜材が結果的に構造自体を変形しにくいものとしたため
、死荷重によるキャンハ㌧差は無視できる程度であった。

・斜材の製作においては、現橋の現場実測値に基づき行っ
た　。

併用下における振動に

対する対処方法

その他 今回の補強方法が理論どうりの応力低減を成しているか

問題と対処方法 確認するため、補強の前後でトラックによる静的載荷試

験を実施した。

結果は、橋体の剛性に理論どうりの向上が確認された。

W．拡幅前と拡幅後

瓢勘
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事例　NO．16
　拡幅タイプ；RC床版一鋼床版
　1．既設橋梁の諸元等に関する事項既成価果　　膏白ノ　守　　1刹9　　　　ケ柔

橋　　　　　名 白　川　橋　　　　　橋梁形式　　2ヒンジアーチ橋

発　　注　　者 埼玉県秩父土木事務所

既設橋梁の構造 橋長（支間長）　　115，2m　（72．Om）

幅員　　　6．Om　　床版厚　　　16cm　　舗装厚　　　5c皿

H，拡幅部の設計等に関する事項」払樋帥　　目又　l　　　I刹9　　　　ケ《

適用基準等 道路橋示方書（平成2年度版）

拡幅後の幅員 8．Om　（歩道2，0m＋車道6，0m）

設計荷重の格上げ

主桁の増設等

拡幅の予定の有無 予定無し

設計時に考慮

した事項

設計荷重：TL－14

既設橋補強の有無 補強無し

問題点と解決策 TL 14荷重で歩道幅員（2．Om）の拡幅を行った。

RC床版→鋼床版にすることにより補強を行っていない。

皿，施工に関する事項閃ヲ　　　　七貝

交通規制の方法 交通規制有り：夜間のみ全面通行止め

　　　　　　　昼間片側交互通行

新規部材の取り付け方法 高力ボルト

横繋ぎ材等の連結時期
　（H．T。B使用時の本締め

　時期）

橋面上の施設の撤去時期

誤差調整の考え方

併用下における振動に

対する対処方法

その他

問題と対処方法

IV．拡幅前と拡幅後
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事例　NO．　17
　拡幅タイプl　RC床版一鋼床版
　1．既設橋梁の諸元等に関する事項既両又備未　　　自

橋　　　　　名i 甚　兵　衛　橋　　　橋梁形式　　単純合成1桁

発　　注　　者 千葉県印旛土木事務所

既設橋梁の構造 橋長（支間長）　　144．350皿　（6＠23．500皿）

幅員　　　6．7m　　床版厚　　　16cm　　舗装厚　　　5c皿

H．拡幅部の設計等に関する事項むムF田司↓　　頁又　1守　　　　　　　　　亡只

適用基準等 道路橋示方書（平成2年度版）

拡幅後の幅員 7．70m

設計荷重の格上げ 2等橋一1等橋
主桁の増設等 鋼床版による拡幅のみ

拡幅の予定の有無 予定無し

設計時に考慮
した事項

設計荷重l　TL 20

新設鋼床版のキャンハ㌧はRC床版撤去時の既設主桁のキャンハ㌧とす

る。計算では1期施工時と2期施工時の既設桁のキャンパー差は

6mmであったため、平均値を鋼床版のキャンバー値とした。

既設桁と新設鋼床版の取合は既設桁上フランジのみ。新設鋼床

版とはHTBで連結。取合い部は全て26．5φ孔。
既設桁は合成桁のため上フランジ断面が小さく・RC床版撤去時
と鋼床版架設時にクレーン載荷すると応カオーバーするため上ラデ

ラルを追加（架設完了後撤去）

既設橋補強の有無 ・補強無し

　RC床版→鋼床版による主桁剛性u　p

問題点と解決策 軟弱地盤のため、橋脚が橋軸方向に傾いていると思われる箇

所があり、EXPを介して床版同士が当たっている部分があっ
たD

このまま床版を撤去するとさらに橋脚の倒れ込みが考えられ
たので、耐震連結のような連結板を取り付けた。

皿．施工に関する事項力也⊥o』関g　o争モ貝

交通規制の方法 交通規制有り；片側交互通行

新規部材の取り付け方法 高力ポルト

・既設桁への取付は新設鋼床版のみ

横繋ぎ材等の連結時期
　（H，T．B使用時の本締め

　時期）

橋面上の施設の撤去時期

誤差調整の考え方

併用下における振動に

対する対処方法

その他

問題と対処方法

IV．拡幅前と拡幅後

拡幅前

拡幅後 7増

73，，働卜
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事例　NO．18
　拡幅タイプ；R　C床版一鋼床版
　1，既設橋梁の諸元等に関する事項

橋　　　　　名 A　号　橋　　　　橋梁形式　　単純合成フ。レファプ鋼床版飯桁

発　　注　　者 川崎製鉄（株）　千葉製鉄所（自社）

既設橋梁の構造 橋長（支間長）　　22．500m　（21．500m）

幅員　　　10．7皿　　床版厚　　　30cm　　舗装厚

n．拡幅部の設計等に関する事項
適用基準等 道路橋示方書（平成2年度版）、自社内の資料

拡幅後の幅員 17，5m

設計荷重の格上げ
主桁の増設等 主桁増設

拡幅の予定の有無 予定無し

設計時に考慮

した事項

設計荷重1200tキャリァハoレット

解析は完成系にて断面力を決定し、架設時の各ステップでも解

析をし、応力照査をした。又、製作キャンバーは架設時の解析結

果を利用し55％戻るとして決定した。

既設橋との取合部材はsplの片側を長孔として対処した。

既設橋補強の有無 ・補強有り；既設橋の下フランジにCTを溶接し・断面upした。

支点上補剛材も断面不足のため追加した。

活荷重が大きくなったため、既設桁が応力outとなった。

問題点と解決策 キャンパーの戻り量が不確定なためライナー調整で苦労した。

横桁取付時における桁のキャンハ㌧差があり、取付困難なケース

があり重機をカウン外としてキャンハ㌧差を修正した。

皿．施工に関する事項

交通規制の方法 ・交通規制有り；車線を上下一車線として片側通行とした

o

新規部材の取り付け方法 高力ボ齢
・既設wedに孔明けし、C　T部材を取り付けた。

横繋ぎ材等の連結時期
　（H．T，B使用時の本締め

　時期）

新設主桁、横桁、鋼床版を架設しその後に既設橋と横桁
で連結した。

橋面上の施設の撤去時期 新設桁と既設桁を連結後仮高欄を設置し、地覆、高欄を
撤去した。

誤差調整の考え方 床版撤去後のキャンパーの戻り量を経験値より55％として、

ライナーを決定したが・実際には誤差が出るのでフィラーを入れ

て調整した。

又、横断、縦断勾配があり、ライナーをテーバー加工しなかっ

たため、ボ暦締めによ，りライナーが移動してしまう。

併用下における振動に

対する対処方法
その他

問題と対処方法

鋼床版と主桁、横桁がHTBの取合となっている為、本
数が多く取合が悪い箇所が出てくるので拡大孔とした。

又、締め付けにくい箇所も出てくるので作業性を考える
必要がある。

ライナー調整により締め付け厚さが変わるので、ポルト長さも

余裕を持たせた。

・HTBの挿入が下からしかできない箇所があり・ナット回転法

にて軸力チェ7クした。

・併用しながら施工する場合は幅員確保を考えて継手位置
を決定すること。

・鋼床版と主桁はライナーを入れて連結し、無収縮モルタルを注入

する。ラィナーがフランジいっぱいだと型枠の施工がしにくい

ので小さくすること。

新設横桁上も鋼床版を受け持つがレペル調整でジ竹キア7プ

が必要となるので、ジャフキ受けができるよう考慮するこ
　と。

鋼床版の横断方向の継ぎをメタルタ7チするとスバンが長い場合

横桁上で穴位置がずれてくるので・5mm程度の隙間を設
けること。

IV．拡幅前と拡幅後

次ぺ一ジ参照
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4－2　間詰め部の対処方法の事例

口
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橋　　　　名 使用コンクリート 鉄筋ラップ長 鉄筋の継手法 振動による対処 縦方向目地幅

南高架橋 30d＋α（α＝50㎝） 車線規制

千代橋（新加茂川橋） 30d 70㎝
武石高架橋 30d エンクロース’溶接

上岡橋 30d＋α（α＝15㎝） 全面通行止め 80㎝
出川大橋 40㎝
湊橋 早強コンクリート 393＋α→610皿（一律） エンクローズ溶接 早強コン使角

95㎝
三ツ沢JCT（北側）高架橋 早強コンクリート 早強コン使用 70㎝
小田原西IC　Dランフ。橋 ジェットコンクリート 既設鉄筋の30倍以上 問詰めコンクリ述→ジェットコンクリ述

　　　　　　　　夜問打設

60㎝



4－3　縦目地構造の事例

　縦目地構造の品質は、鉛直方向のたわみ差に対応でき、また、条件によって

は、橋軸方向、幅員方向の既設桁、新設桁の相対移動を含めた、3方向の変位

に対応できることが必要である。また、路面の平坦性が確保でき、かつ、耐久

性のあるものが要求される。縦目地構造として伸縮装置と同様、鋼一フィンガー

系とゴム系が考えられるが、ここでは、使用実績が多いと思われるゴム系を対

象とし、日本道路ジョイント協会を通じて各ゴムジョイントメーカーに対して

アンケートを行い、縦目地の実状にっいて調査したので、その結果について記

述する。

（1）ゴムジョイントメーカーに対するアンケート調査

　次ページのようなアンケート票により調査を行った。回答のあったのは23件

であり、また、回答のあった中から、代表的な事例について「縦目地の構造例」

として記載した。

（2）調査結果

　縦目地の選定にあたっては、回収結果のうち約半数の事例で何らかの設計検

討を行っている。具体的な検討内容は下記のようであった。

　①構造に関するもの

　　　　伸縮量、たわみの検討

　　　　床版の切欠き形状

　②材料に関するもの

　　　　弾性シール材充填形状

　　　　弾性シール材、止水ゴムのせん断方向伸縮に対する接着性と耐久性

　　　　流動性の少ないシール材の開発

　③施工時の交通規制状況

　　　　不明なもの、新設橋に使用されたものを除くと、全てのケースで全面

　　　　交通止めまたは車線規制を実施している。

B－73



④追跡調査とその結果

　　調査した中では10件について追跡調査を行っているが、問題のあっ

　　たケースはこのうち2件であり、その内容は、シール材の破断・目地

　　上のクラック発生であった。その他のケースでは縦目地は健全な状態

　　で供用されている。供用後に補修した事例は23件のうち、上記の2

　　件と縦目地の凹みによる2輪車走行の支障による1件の合計3件であ

　　った。

（3）まとめ

　縦目地にゴムジョイントを使用した事例について、特に供用後の不具合の有

無について調査を行った。アンケートに回答のあった23件は縦目地の施工

実績のなかのほんの一部であると考えられるが、アンケートの結果を見る限り

においては欠陥の生じたケースは比較的少ないと言える。主構造との関係、交

通量にもよるが、適切な縦目地の選定と設計施工により、信頼性のある分離型

拡幅は十分可能であると考えられる。
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縦目地アンケー ト票
1、 橋梁名

（一般図、断面図、縦目地構造図などがありましたら添付してください。 ）

2、 発注先（官公庁など）

3、 所在地、路線名

4、 ジョイント、シール材などの製品名

5、 設計検討の有無　　　ある　　ない　　客先（発注者、 コンサルタント）からの指示

6、 5であると回答した場合、その検討内容（具体的に）

7、 縦目地施工時の交通規制の有無　　　全面通行止め

　　　　　　　　　　　　　　　　　その他（

車線規制　　不明
）

8、 施工方法（特記事項があれば記入願います。〉

9、 施工後の追跡調査の有無　　　ある　　ない

10、 9であると回答した場合、その調査結果は？

11、供用開始後、縦目地の補修、交換などを行ったことがありますか？1 ある ない

12、 11であると回答した場合、その内容は？

アンケート内容に関する問合せ先
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